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小
さ
な
も
の
に
、
な
ぜ
か
心
を
惹
か
れ
ま

す
。
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
、
ミ

ニ
チ
ュ
ア
グ
ッ
ズ
な
ど
、
つ
い
つ
い
時
間
を

忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
東
京
・
有
明
に
あ
る「
Ｓｍ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｗｏ
ｒ

ｌ
ｄ
ｓ（
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ズ
）」は
、
ア
ジ

ア
最
大
級
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
る
と
、
そ
こ
に
は

＂
小
さ
な
世
界
＂が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

異
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
街
並

　

ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
は
、「
宇

宙
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
」。
１
９
６
０
年
代「
ア

ポ
ロ
計
画
」の
頃
の
ア
メ
リ
カ
と
、
未
来
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ

れ
、
未
来
的
で
あ
り
な
が
ら
懐
か
し
い
雰
囲

気
も
あ
る
不
思
議
な
空
間
。
１
時
間
に
１
回
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

続
い
て
、
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た「
世

界
の
街
エ
リ
ア
」へ
。
ス
イ
ス
を
思
わ
せ
る

山
間
の
街
、
ロ
ン
ド
ン
風
の
都
市
、
ア
ジ
ア

の
街
並
み
な
ど
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
建
物

や
人
々
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
小
さ
さ
、
細
か
さ

に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
開
放
感
、
ご
み
ご
み

と
し
た
ア
ジ
ア
の
屋
台
街
な
ど
は
、
そ
の
土

地
の
空
気
感
ま
で
感
じ
ら
れ
て
、
本
当
に
現

地
に
い
る
気
分
に
。
人
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
は

様
々
な
設
定
が
あ
り
、
中
に
は
街
中
で
プ
ロ

ポ
ー
ズ
の
た
め
、
恋
人
に
花
束
を
渡
し
て
い

る
男
性
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

「
小
さ
な
私
」が
誕
生
！

　

２
頁
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
自
分
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
作
製

で
き
ま
す（
有
料
）。
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
カ

メ
ラ
に
向
か
っ
て
ポ
ー
ズ
を
と
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
撮
影
は
終
了
。
で
き
た
フ
ィ
ギ
ュ

ア
は
、
表
情
や
服
の
し
わ
ま
で
リ
ア
ル
で
自

分
そ
の
ま
ま
。
な
ん
と
も
不
思
議
な
気
持
ち

で
す（
※
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
受
け
取
り
ま
で
に

は
現
在
２
ヶ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
）。
ま
た
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は
様
々
な
パ
ー

ツ
が
売
ら
れ
て
お
り
、
自
分
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア

を
入
れ
た
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
の
作
製
も
。

　
そ
の
ほ
か「
関
西
国
際
空
港
」を
モ
デ
ル
に

し
た
エ
リ
ア
、
人
気
ア
ニ
メ「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ

リ
オ
ン
」の
世
界
を
再
現
し
た
エ
リ
ア
な
ど

が
あ
り
、
外
国
の
方
も
た
く
さ
ん
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
も
至
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
東
京
観
光
の
一
つ

に
加
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▪Small Worlds（スモールワールズ）
〒135-0063 東京都江東区有明1丁目3-33 有明物流センター
アクセス：ゆりかもめ「有明テニスの森駅」徒歩3分／りんかい線「国際展示場駅」徒歩9分
営業時間：09：00－19：00（最終入場 18：00）
※入場料およびフィギュア作成プランなど詳細は、WEBサイト（https://smallworlds.jp/）をご確認ください。

年が明けてすぐ、我が家に区役所から「敬
老パス」の申請書が届いた。この敬老パス

は、一定額を支払うと横浜市営・民営バス12路
線、市営地下鉄・金沢シーサイドラインが何度で
も乗り降り自由なフリーパス。4月になれば70
歳になることは十分わかっていたが、申請書を手
にいかんともしがたい思いにつつまれた。
　日々体力の衰えは自覚していたが、体とは裏腹
に自分自身はまだまだ若い気でいたようだ。な
にせ正式名称は「敬老特別乗車証（通称：敬老パ
ス）」、敬老というところが気に障る。加えて、バ
スに乗車する際は、敬老パス利用者は料金箱の下
方にある「専用読取機」を利用する。ＩＣカード
をかざすと読取機が緑色に光り、＂敬老利用者で
すよ～＂と知らせる（私にはそう見えるのだ）。加
えて、パスを利用する人たちは、例外なく「お世
話になります」「ありがとうございます」と運転手
にあいさつをしている。

　この制度は、高齢者の健康増進を図ることを目
的に1970年代以降、主に交通網の整備された都
市部で導入されたもの。高齢化が進む中、自治体
の負担額が増加し、改定、廃止等の動きがみられ
るという。
　制度のある横浜は恵まれているのだが、何度も
言うが、名称がいただけない。全国では、「敬老
優待乗車証」「シルバーパス」「おでかけパスポー
ト」「高齢者外出支援」……、と様々。
　長年にわたり、税金を遅滞なく支払ってきた。
70歳を機に、堂々と優遇をうけることに異論はな
い。しかし、文字は敬老だが、心のこもってない
年寄扱いという感がいなめない。「ご苦労様パス」
なんかはどうだろうか。これまでご苦労様でした、
の気持ちが伝わる制度であってほしいものだ。
　文句はこれぐらいにして、せっかく頂いた敬老
パスを有効に使って、今春はバス旅をしてみたい
と思う。

は え ぬ きは え ぬ き ど 真 ん 中ど 真 ん 中

「 敬 老 パ ス 」 が 届 い た
新

イラスト：安彦麻理絵［あびこまりえ］文：山橋由貴子［やまはしゆきこ］（公社）「小さな親切」運動本部専務理事兼事務局長

のん
ち
ゃ
ん
の
お
出
か
け
記

まるで海外を旅した気分
「小さな世界」で遊ぼう

フィギュアのサイズは
３つ。表紙に「のんちゃ
ん」がいますので探し
て見てください。


